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８
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句
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山ぎわに住宅が貼り付き、遊水池も宅地化。雨水の行き場が
ない。河川災害は治水策の失敗でもある。「GoTo」で感染
が全国に拡散。医療現場の献身は無視された。政治禍だ。（周）

例 会 案 内

政
権
が
治
水
さ
ぼ
っ
て
人
流
す   

中  

野   
林 

看
護
師
の
献
身
ゼ
ロ
に
す
る
解
除　

遠
田 

亀
公
子

皆んなで選んだ

今月の秀句
「
和
」
川
柳
社 

７
月
会
報　

№
６
９
４

　

横
浜
市
か
ら
届
い
た
三
好
日
出
一
さ
ん
の

お
た
よ
り
に
狂
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

 

大
ト
ラ
に
な
れ
ば
羊
も
危
険
な
り

　
　
　

 

群
の
中
に
は
コ
ロ
ナ
が
潜
む

　

  　

群 

� 

君   

　
〝
君
〞 

と
い
う
字
は 

〝
コ
ロ
ナ
〞 

で
出
来
て

い
る
ん
で
す
ね
。
座
布
団
三
枚
！　

三
好
さ

ん
は
、「
和
」
の
創
立
者
・
故 

岡
田
一
杜
さ

ん
の
友
人
。 「
和
」
と
は
四
十
年
以
上
の
交

流
で
、
以
前
は
「
和
」
に
投
句
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
読
売
新
聞
の
投
句
が
中

　
　
　
　
　

心
だ
そ
う
で
す
。
お
元
気
で
！

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

１

平和だねぇこの一
 つぶやき

言の世がほしい
《
速報》

 『平和の俳句』に浜本大蔵さんの句

編集後記に解説しました。

東京 ( 中日 ) 新聞
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７
月
の

 
川
柳
互
選

◆ 

課
題
吟
「 

水 

」

　

一
人 

３
句
以
内
吐

　
　
　
　
　
　
　
（
13
人
の
互
選
）

　
　

こ
れ
も
ダ
メ
私
と
あ
な
た
は
水
と
油 

北
の
山

　
　

ず
ぶ
ぬ
れ
の
俺
に
ハ
ン
カ
チ
女
の
子　
　
　
　

一
角

１　

チ
ャ
ン
バ
ラ
か
水
鉄
砲
か
男
の
子　
　
　
　
　

一
角

１　

仏
壇
に 

ゴ
ハ
ン
忘
れ
て
も 

水
だ
け
は　
　
　
　

  

宏

２　

過
去
最
高 

真
水
は
言
わ
ぬ 
誇
張
策　
　
　
　

  

高
坊

２　

水
鉄
砲
子
ど
も
食
堂
こ
こ
で
な
ら　
　
　
　
　

一
角

２　

天
災
と
人
災
間
で
骨
を
折
り　
　
　

 

　

大
峰

３　

大
水
害
学
べ
よ
行
政
河
辺
の
宅
地　
　
　
　

未
知
子

３　

汚
染
水
今
か
今
か
と
海
眺
め　
　
　
　
　
　
　
　

林

４　

災
害
指
定
水
害
プ
ラ
ス
コ
ロ
ナ
害　
　
　
　

未
知
子

４　

一
滴
を
粗
末
に
し
た
の
か
暴
れ
出
し　
　

 

立
東
爺

４　

自
民
亭 

死
刑
・
水
害 

な
ん
の
そ
の　
　
　
　

  

高
坊

４　

水
害
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
体
験
す　
　
　
　
　

白
眞
弓

４　

源
流
の
一
滴
呱
呱
の
声
上
げ
る　
　
　
　

 

ダ
ン
吉

５　

環
境
の　

原
点
質
す　

水
俣
病　
　
　
　
　
　

広
助

５　

あ
の
時
の
水
は
両
手
で
受
け
て
い
た　
　
　

ダ
ン
吉

５　

水
と
油
そ
れ
で
も
友
は
有
り
難
い　
　
　
　

ダ
ン
吉

５　

併
合
を
水
に
流
せ
と
云
う
狡
さ　
　
　

 

　

大
峰

５　

列
島
は
泥
水
と
コ
ロ
ナ
で
見
え
隠
れ　
　
　
　

大
峰

６　

苦
し
み
は　

コ
ロ
ナ
渦
中
の　

豪
雨
災　
　
　

広
助

６　

雨
水
が
命
の
水
の
極
貧
地　
　
　
　
　
　
　

亀
公
子

６　

水
飲
ん
で
空
腹
こ
ら
え
る
ス
テ
イ
ホ
ー
ム　
　
　

林

７　

命
育
み
時
に
暴
れ
て
家
流
す　
　
　
　
　
　

立
東
爺

７　

命
の
水
命
飲
み
込
み
猛
り
ゆ
く　
　
　
　
　

白
眞
弓

７　

コ
ロ
ナ
と
い
う
洪
水
見
え
ぬ
首
脳
陣　
　
　
　

徹
乗

８　

中
村
氏 

「
水
」
掘
り
医
療　

平
和
賞
を
！　
　
　

宏

９　

水
漬
く
屍
に
な
れ
と
言
わ
れ
た
戦
争
下　
　
　

徹
乗

９　

浄
水
器
ひ
ね
れ
ば
水
の
出
る
驕
り　
　
　
　

亀
公
子

９　

水
際
の
ブ
ロ
ッ
ク
む
な
し
新
コ
ロ
ナ　
　
　
　

徹
乗

９　

安
心
出
来
る
堤
防
が
無
い
天
井
川　
　
　
　
　

大
峰

10　

球
磨
川
が
奪
い
し
命
不
知
火
に　
　
　
　

    

白
眞
弓
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10　

十
年
に 

一
度
の
水
害 

毎
年
き
た
る　
　
　
　

高
坊

11　

軍
備
よ
り　

治
水
を
先
に　

や
り
な
さ
い　

  

広
助

12　

洪
水
と
コ
ロ
ナ
と
安
倍
の
三
重
禍　
　
　

  

立
東
爺

12　

洪
水
の
日
本
の
裏
で
死
の
砂
漠　
　
　
　

  

亀
公
子

13　

ア
ベ
政
治 
水
に
流
せ
ぬ 

赤
木
氏
の
死　
　
　
　

宏

14　

政
権
が
治
水
さ
ぼ
�
て
人
流
す　
　
　
　
　

  

林

　
　

ア
シ
ュ
ア
を
中
国
に
で
も
売
り
に
行
け　
　
　

大
峰

　
　

国
民
を
信
じ
て
国
会
閉
会
中 

　
　
　

未
知
子

　
　

我
々
は
み
ん
な
同
じ
で
ご
安
心　
　
　
　
　

未
知
子

１　

こ
の
ま
ま
じ
ゃ 

野
党
共
闘 

な
し
得
な
い　
　

 

高
坊

１　

被
災
地
に
何
の
た
め
だ
か
大
臣
が　
　
　
　

   

一
角

２　

ア
シ
ュ
ア
キ
ャ
ン
セ
ル
先
物
買
い
で
穴
に
落
ち　
　

   

大
峰

２　

半
年
も
検
査
進
ま
ぬ
謎
コ
ロ
ナ　
　
　
　

   

立
東
爺

２　

顔
見
せ
ず
あ
な
た
も
罹
っ
た
安
倍
総
理　

   

北
の
山

◆ 

自
由
吟　

(

互
選
）

一
人 

５
句
以
内
吐

　
　
　
　
　
　
（
14
人
の
互
選
）

２　

渡
さ
れ
た
薬
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
て
る　
　
　

ダ
ン
吉

２　

Ｇ
Ｏ-

Ｔ
Ｏ 

は 

地
獄
に
向
か
う
心
か
ら　
　

 
   

一
角

２　

五
輪
こ
そ 

ワ
ク
チ
ン
未
完
で 

「
金
」
目
当
て　
　

宏

３　

憲
法
は
親
の
遺
産
だ
大
事
に
し
よ
う　
　
　

北
の
山

３　

ク
ラ
ス
タ
ー
命
懸
け
だ
が
遅
す
ぎ
る　
　

 
   

一
角

３　

原
爆
忌 

ロ
ザ
リ
オ
い
だ
き 

鐘
の
音
よ　
　
　
　

 

宏

３　

日
米
安
保
の
お
粗
末
基
地
だ
け
を
作
ら
せ
る　

大
峰

３　

第
二
波
は
米
軍
基
地
が
大
元
で　
　
　

 
   

一
角

４　

G
o to 

で 

向
か
う
は
こ
の
世
の 

地
獄
か
な　

   

高
坊

４　

辺
野
古
に
て
数あ
ま
た多

の
悲
劇
醸
す
国　
　
　
　
　
　

林

４　

被
災
地
は
除
外
に
あ
ら
ず
蚊
帳
の
外　
　
　

亀
公
子

４　

責
任
者
だ
ん
だ
ん
声
が
小
さ
く
な
る　
　
　

ダ
ン
吉

４　

く
た
び
れ
た
暖
簾
あ
の
日
の
ま
ま
で
い
る　

ダ
ン
吉

５　

派
遣
切
り　

自
己
責
任
の　

風
が
吹
き　
　
　

 

広
助

５　

大
半
が 

Ｇ
ｏ To 

な
ど
に
縁
が
な
い　
　

   

ダ
ン
吉

５　

Ｇ
Ｏ-
Ｔ
Ｏ
を 

税
の
ゴ
ウ
ト
ウ 

後
手
後
手
ね　
　

  

宏

５　

政
権
の　

GO
-TO
-

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

迷
走
す　

広
助
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９　

核
要
ら
ぬ 

「
平
和
」
希
求
と 

兜
太
の
字　
　
　
　

宏

９　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
津
々
浦
々
に
蒔
く
火
種　
　
　

亀
公
子

10　

思
い
や
り
予
算
で
子
ら
の
首
を
絞
め　
　
　
　
　

林

11　

暴
走
す
震
禍
に
水
禍
に
政
治
の
禍　
　

 

立
東
爺

10　

コ
ロ
ナ
よ
り
五
輪
心
配
す
る
首
相　
　
　

 

　

徹
乗

10　

コ
ロ
ナ
禍
に
悪
夢
む
さ
ぼ
る
改
憲
魔　
　
　
　
　

林

10　

Ｇ
Ｏ-

Ｔ
Ｏ 

で
隔
離
ベ
ッ
ド
に
ご
案
内　

 

立
東
爺

12　

オ
ス
プ
レ
イ
コ
ロ
ナ
ま
み
れ
で
飛
来
す
る　

 

亀
公
子

12　

い
つ
も
よ
り
三
密
し
て
い
る
家
庭
内　
　
　

 

白
眞
弓

16　

看
護
師
の
献
身
ゼ
ロ
に
す
る
解
除　
　

 　

亀
公
子

 

◆
編
集
ミ
ス
で
消
え
た
句
（
編
集
後
記
に
顛
末
を
）

　

医
療
破
綻
す
る
ぞGoTo

キ
�
ン
ペ
�
ン　
　
　

  

徹
乗

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
の
や
り
た
い
こ
と
を
安
倍
も
や
る　

徹
乗

　

Go To

がGo back To

の
ト
ラ
ブ
ル
に　
　

   

白
眞
弓

　

ア
ベ
が
い
て
ゆ
り
が
花
咲
く
都
知
事
選　
　
　

白
眞
弓

　

お
い
コ
ロ
ナ
太
陽
横
で
焼
か
れ
死
ね　
　
　
　

白
眞
弓

６　

選
挙
に
は　

酔
わ
せ
る
金
で　

票
集
め　
　
　

広
助

６　

耳
タ
コ
に
な
っ
た
「
検
査
が
進
ま
な
い
」　  

立
東
爺

６　

桔
梗
咲
く
あ
の
ふ
る
里
は
い
ま
水
禍　
　
　

ダ
ン
吉

６　

何
一
つ 
実
行
ゼ
ロ
の 

知
事
再
選　
　

 

　

高
坊

６　

年
金
で　

安
息
が
な
い　

貧
富
の
差　
　

 

　

広
助

６　

公
僕
が
主
人
を
殺
し
て
居
直
る
か　
　
　

 

北
の
山

６　

帰
省
を
も
規
制
し
て
い
る
老
い
た
母　
　
　

白
眞
弓

６　

コ
ロ
ナ
禍
で 

天
災
で
も
あ
り 
人
災
だ   　
　
　

  

宏 

７　

ば
ら
撒
き
に
色
め
く
御
用
提
灯
族
の
群
れ　

亀
公
子

７　

専
門
家
会
議
を
閉
鎖
口
封
じ　
　
　

 

　

徹
乗

８　

国
会
を
閉
じ
て
暴
君
逃
げ
回
る　
　
　

 
　
　

林

８　

医
療
現
場
の
声
が
届
か
ぬ
現
政
権　
　
　
　
　

徹
乗

８　

国
中
に
飛
沫
飛
び
散
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
策　
　
　

林

８　

散
り
ぎ
わ
の
モ
リ
カ
ケ
ザ
ク
ラ
ひ
と
休
み　

立
東
爺

８　

ブ
ー
ス
タ
ー
が
先
に
落
ち
て
来
る
兵
器　
　
　

大
峰

９　

コ
ロ
ナ
禍
に
旅
行
を
煽
る
は
火
に
油　
　
　

北
の
山

９　

医
療
破
壊
ゴ
ミ
袋
で
作
る
防
護
服　
　
　

 

　

大
峰
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◆
自
選
句　

中
野 

林

　

税
の
流
用
で
票
の
爆
買
い

　

電
通
が
手
刀
を
切
る
コ
ロ
ナ
益

　

埋
め
立
て
の
我
慢
は
四
日
ほ
ぼ
病
気

　

幕
引
く
も
疑
惑
大
き
く
隠
せ
な
い

　

危
う
き
に
近
寄
り
が
た
く
国
会
止
め

　

国
会
を
止
め
て
疑
惑
の
幕
を
引
く

　

コ
ロ
ナ
禍
を
福
と
な
し
て
る
中
抜
き
策

　

急
を
告
げ
途
上
国
へ
落
ち
て
ゆ
く

　

冷
た
い
ね
国
が
持
た
な
い
給
食
費

　

お
金
に
は
色
は
つ
か
ぬ
が
手
垢
染
み

　

日
本
の
平
和
を
守
る
に
ア
ベ
が
癌

◆
自
選
句　

前
田
大
峰

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
よ
り
先
に
取
り
替
え
る
非
正
規

自

選

句

　

検
察
庁
は
拘
置
所
へ
持
っ
て
行
き

　

汚
染
水
世
論
に
薄
め
て
海
へ
捨
て

◆
遠
田
亀
公
子
さ
ん
よ
り

　

あ
ら
ゆ
る
会
議
や
催
し
が
中
止
か
延
期
と
い
う
四
カ

月
。
や
っ
と
そ
れ
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
調
子
が
出
ま

せ
ん
。
時
間
が
あ
れ
ば
い
い
句
も
出
来
る
は
ず
で
し
た
が
、

い
か
ん
せ
ん
頭
の
方
は
サ
ッ
パ
リ
言
う
こ
と
を
き
き
ま
せ

ん
。
年
で
す
か
ね
え
〜
。

◆
岩
佐
ダ
ン
吉
さ
ん
�
大
阪
�
よ
り

　
《
前
月
の
Ｐ
７
、
私
の
２
行
目
は
誌
上
句
会
で
す
。》

　

通
常
の
句
会
が
ほ
ぼ
「
誌
上
句
会
」
に
替
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
作
業
は
意
外
に
大
変
。
選
者
と
の
や
り
と
り
、

嵩
む
通
信
費
、
切
手
の
処
理
…
…
、
そ
ん
な
中
で
や
っ
て

く
る
各
地
の
市
民
川
柳
大
会
の
秋
、
多
く
が
市
か
ら
も
文

�
�
�
�
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化
行
事
で
会
場
は
確
保
で
き
る
も
の
の 

〝 

三
密 

〞 

の
ク
リ

ア
ー
は
絶
望
的
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
言
論
、
表
現
の
自
由

の
敵
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

 

ほ
の
ぼ
の
川
柳

カ
メ
見
つ
け
ね
ば
り
ね
ば
っ
て
ゲ
ッ
ト
し
た　

 

神
田 

鯛

ツ
バ
メ
の
ひ
な
巣
か
ら
落
ち
た
が
元
気
だ
よ　

 

神
田 

鯛

セ
ミ
採
り
に
行
く
が
採
る
の
は
お
父
さ
ん   

神
田 

鯛

お
白
湯
に
は
不
思
議
な
力 
母
の
味 　
　

寿
賀
子

自
粛
中
テ
レ
ビ
観
な
が
ら
足
体
操　
　
　

 

東　

爺

自
粛
中
ベ
ッ
ド
で
自
転
車
曲
芸
師　

      

東　

爺

関
東
大
震
災 

／ 

朝
鮮
人
虐
殺
、

甘あ
ま
が
す粕
事
件
と
伊
藤
野の

え依
の
こ
と

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
そ
の
由
来
と
な
っ
た
の
が
、

97
年
前
（1923

）
の
関
東
大
震
災
で
あ
る
。

　

こ
の
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
起
き
た
大
事
件
が
朝
鮮

人
虐
殺
と
大
逆
事
件
、
そ
れ
に
甘
粕
事
件
で
あ
る
。
大
逆
事

件
で
は
金
子
文
子
が
犠
牲
に
な
っ
た
が
、
伊
藤
野
依
は
、
大

逆
事
件
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
、
甘
粕
正
彦
と
い
う
憲
兵

大
尉
に
よ
っ
て
夫
・
大
杉
栄
と
甥
の
宗
一
と
共
に
惨
殺
さ
れ

た
。
甘
粕
事
件
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
件
、
辞
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
戦
争
前
夜
抄
」  

⑲ 周 

立
東
爺

　
【
甘
粕
事
件
】1923

年
（
大
正
12
）
関
東
大
震
災
の
直
後
、

憲
兵
大
尉
甘
粕
正
彦
（1891

〜1945

）
ら
が
大
杉
栄
と

高
ら
か
に
鐘
を
つ
き
つ
つ
祈
願
す
る

　

   　
　

 (

鳥
名 

＝ 

タ
カ
�
キ
ツ
ツ
キ
）

 

立た
ち
い
り入

川
柳　
（
言
葉
を
織
り
込
む
）

　

□
の
手
を
如に
ょ
い
ぼ
う

意
棒
と
し
て
仁
王
立
ち

　
　
　
　
　

答
え 

＝ 

孫　
　

作
・
辻
寿
賀
子
（
東
京
）

 

穴
あ
き
川
柳  

（
□
に
言
葉
を
入
れ
る
）
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そ
の
妻
伊
藤
野
枝
ら
を
虐
殺
し
た
事
件
。
亀
戸
事
件
・
朝
鮮

人
虐
殺
事
件
と
と
も
に
、
戒
厳
令
下
の
不
法
弾
圧
事
件
。 （
三

省
堂 
大
辞
林 

第
三
版
）

　

甘
粕
事
件
を
記
す
前
に
�
伊
藤
野
依
の
略
歴
紹
介

　

伊
藤 

野
依
／
野
枝
（
い
と
う 

の
え
、
１
８
９
５
年
１
月

21
日 -

１
９
２
３
年
９
月
16
日
）
は
、
日
本
の
婦
人
解
放
運

動
家
、
無
政
府
主
義
者
、
作
家
、
翻
訳
家
、
編
集
者
。
戸
籍

名
で
は
伊
藤
ノ
ヱ
。 

世
評
に
わ
が
ま
ま
、
奔
放
と
言
わ
れ
た

反
面
、
現
代
的
自
我
の
精
神
を
50
年
以
上
先
取
り
し
て
、
人

工
妊
娠
中
絶
（
堕
胎
）、
売
買
春
（
廃
娼
）、
貞
操
な
ど
、
今

日
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
課
題
を
題
材
と
し
、
多
く
の
評

論
、
小
説
や
翻
訳
を
発
表
し
、
平
塚
ら
い
て
ふ
主
宰
の
『
青

鞜
』
に
参
加
し
平
塚
か
ら
『
青
鞜
』
を
引
き
継
ぐ
。

　

甘
粕
事
件
で
憲
兵
に
殺
害
さ
れ
た
。 

野
枝
の
遺
体
は
、
畳

表
で
巻
か
れ
、
古
井
戸
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
。
享
年
28
。

　

53
年
後
に
発
見
さ
れ
た
死
因
鑑
定
書
に
よ
れ
ば
、
野
枝
、

大
杉
、
共
に
肋
骨
が
何
本
も
折
れ
て
お
り
、
胸
部
の
損
傷
か

ら
激
し
い
暴
行
を
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
。
軍
法
会

議
法
廷
で
甘
粕
正
彦
ら
被
告
人
は
、
被
害
者
が
「
苦
し
ま
ず

に
死
ん
だ
」と
陳
述
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

虐
殺
の
命
令
を
出
し
た
の
は
甘
粕
で
は
な
く
、
憲
兵
隊
上
層

部
（
憲
兵
司
令
官
・
小
泉
六
一
）
な
い
し
陸
軍
上
層
部
（
戒

厳
司
令
官
・
福
田
雅
太
郎
大
将
）
で
あ
っ
た
と
推
認
さ
れ
た
。

甘
粕
事
件
の
発
覚
は
、
殺
さ
れ
た
大
杉
の
甥
・
橘
宗
一
が
米

国
籍
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
米
国
大
使
館
の
抗
議
を
受
け
て

狼
狽
し
た
政
府
（
第
２
次
山
本
内
閣
）
の
閣
議
（
19
日
）
で

大
問
題
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（Wikipedia

な
ど
）。 

　

甘
粕
事
件
で
何
が
起
き
た
か
？

　

先
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
金
子
文
子
の
最
期
の

様
子
を
描
い
た
瀬
戸
内
晴
美（
寂
聴
）著『
余
白
の
春
』に
は
、

そ
の
様
子
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。
裁
判
記
録
や
関
係
者

へ
の
取
材
を
も
と
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
以

下
、
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
亀
戸
署
で
の
朝
鮮
人
虐
殺
の
様

子
か
ら
…
…
。（
文
庫
12
頁
よ
り
）
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こ
の
時
、
保
護
検
束
の
名
目

の
許
に
警
察
に
連
行
さ
れ
た
も

の
の
中
に
朴
烈
と
金
子
文
子
の

夫
妻
も
い
た
。
ふ
た
り
が
代
々

木
富
ヶ
谷
一
四
七
四
の
不
逞
社
か
ら
検
束
さ
れ
た
の
は
、
九

月
三
日
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
三
日
の
夜
、
亀
戸
署
で
は
、
地
獄
の
よ
う
な

朝
鮮
人
の
大
量
殺
人
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
南
葛

労
働
組
合
の
幹
部
六
人
、
河
合
義
虎
は
じ
め
北
島
義
蔵
、
近

藤
弘
蔵
、山
岸
実
司
、。鈴
木
直
一
全
員
も
逮
捕
さ
れ
て
い
て
、

虐
殺
さ
れ
て
い
る
。

　

四
日
の
朝
、
亀
戸
の
道
端
で
、
三
、四
人
の
巡
査
が
荷
車

に
石
油
と
薪
を
積
ん
で
ひ
い
て
行
く
の
に
出
逢
っ
た
八
島
京

一
は
顔
見
知
り
の
巡
査
と
対
話
し
て
い
る
。「
石
油
と
薪
を

積
ん
で
何
処
へ
行
く
の
で
す
」。「
殺
し
た
人
間
を
焼
き
に
行

く
の
だ
よ
」。「
殺
し
た
人
間
…
…
」。「
昨
夜
は
人
殺
し
で
徹

夜
ま
で
さ
せ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。
三
百
二
十
人
も
殺
し
た
。
外

国
人
が
亀
戸
管
内
に
視
察
に
来
る
の
で
、
今
日
急
い
で
焼
い

て
し
ま
う
ん
だ
」。「
皆
鮮
人
で
す
か
」。「
い
や
、中
に
は
七
、八

人
社
会
主
義
者
も
は
い
っ
て
い
る
よ
」。「
主
義
者
も
…
…
」。

「
つ
く
づ
く
巡
査
の
商
売
が
厭
に
な
っ
た
」。

　

こ
の
時
、
九
死
に
一
生
を
得
て
生
き
残
り
、
今
も
ま
だ
健

在
な
全
虎
岩
は
、
日
本
名
を
立
花
と
名
乗
り
孫
た
ち
に
囲
ま

れ
た
平
和
な
余
生
を
送
っ
て
い
る
。

　

晩
秋
の
あ
る
日
、
こ
の
貴
重
な
証
言
者
の
肉
声
で
当
時
の

模
様
を
確
か
め
た
く
、
大
和
郡
山
市
の
郊
外
に
住
ま
わ
れ
る

氏
を
訪
ね
て
い
っ
た
。

　
　
（
略
：
南
葛
労
働
者
と
の
い
き
さ
つ
を
語
る
）

　
「
二
日
の
夜
に
な
る
と
、
も
う
町
は
自
警
団
が
出
て
異
様

な
緊
張
で
見
張
ら
れ
て
き
た
。
炭
坑
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
盗
み
集
団
で
東
京
を
襲
撃
し
て
く
る
か
ら
、

自
衛
す
る
の
だ
と
か
い
っ
て
、
朝
鮮
人
は
片
っ
端
か
ら
殺
さ

れ
そ
う
な
不
穏
な
空
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
。
そ
ん
な
馬
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鹿
な
こ
と
が
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
夜
に
な
っ
た
ら
朝
鮮

人
が
多
勢
、
追
わ
れ
て
逃
げ
て
い
く
と
い
う
の
で
、
私
は
近

所
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
の
飯
場
ま
で
様
子
を
見
に
い
っ
た
。
こ

こ
は
二
十
人
く
ら
い
の
朝
鮮
人
が
鉄
道
工
事
に
従
っ
て
い
た

所
で
す
よ
。
こ
こ
へ
、
右
翼
の
黒
竜
会
の
連
中
が
日
本
刀
な

ど
ひ
っ
さ
げ
て
襲
撃
し
て
、片
っ
端
か
ら
斬
り
殺
し
て
い
る
。

朝
鮮
人
は
近
く
の
蓮
沼
に
逃
げ
込
ん
で
い
く
の
を
、
沼
の
中

ま
で
追
い
か
け
て
、
斬
り
殺
す
の
で
、
沼
は
血
の
池
に
な
り
、

地
獄
図
そ
っ
く
り
な
の
で
怖
ろ
し
く
な
っ
て
あ
わ
て
て
逃
げ

帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
工
場
の
仲
間
に
あ
ん
た
は
朝
鮮
人
と
わ

か
っ
て
い
る
か
ら
物
騒
だ
か
ら
か
く
れ
て
い
て
く
れ
と
、
社

宅
の
押
入
に
い
れ
ら
れ
て
、
外
に
見
張
ま
で
し
て
く
れ
た
け

れ
ど
、
朝
鮮
人
狩
り
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
狂
的

に
な
っ
て
い
く
。
私
が
社
宅
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
し
、
三
日
の
昼
に
な

る
と
、
警
察
が
保
護
収
容
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
そ
っ
ち

が
安
全
だ
か
ら
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
り
で

歩
く
と
必
ず
殺
さ
れ
る
と
い
っ
て
、
工
場
の
友
達
が
竹
槍
を

持
っ
て
十
数
人
で
私
を
囲
ん
で
く
れ
て
、
警
察
ま
で
送
り
と

ど
け
て
く
れ
た
。
道
に
は
殺
気
走
っ
た
自
警
団
や
兵
隊
ま
で

出
動
し
て
い
て
、
銃
剣
も
竹
槍
も
真
赤
に
血
塗
ら
れ
て
い
る

し
、
道
路
で
、
朝
鮮
人
が
突
き
殺
さ
れ
る
の
を
何
度
も
目
撃

す
る
し
、
あ
の
時
は
ほ
ん
と
に
生
き
た
心
地
も
な
か
っ
た
。

私
も
何
度
か
危
な
い
目
に
あ
っ
た
が
、
仲
間
が
守
っ
て
く

れ
、
と
に
か
く
よ
う
や
っ
と
亀
戸
署
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
ん

で
す
。

　

収
容
所
に
し
て
い
た
署
の
道
場
の
中
は
朝
鮮
人
同
胞
で

満
員
に
な
っ
て
い
て
、
私
は
隣
の
二
階
建
の
大
講
堂
へ
入
れ

ら
れ
た
。
こ
こ
も
続
々
つ
め
か
け
る
仲
間
で
た
ち
ま
ち
、
足

を
伸
ば
す
こ
と
も
出
来
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
千

人
は
超
え
て
い
た
で
し
ょ
う
な
あ
。
ど
の
入
口
に
も
巡
査
が

立
っ
て
警
戒
し
て
い
る
。
中
国
人
も
五
十
人
ほ
ど
い
て
、
こ

れ
は
道
場
と
講
堂
の
通
路
に
座
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

三
日
の
日
も
暮
れ
て
、
夜
明
け
方
、
銃
声
が
二
発
聞
こ

え
て
き
て
不
気
味
だ
っ
た
。
朝
、
便
所
へ
行
っ
た
ら
、
窓
の

所
で
、
巡
査
が
ふ
た
り
立
話
を
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
中
に
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川
合
と
い
う
こ
と
ば
が
在
っ
た
の
で
、
あ
あ
、
あ
の
銃
声
は

川
合
さ
ん
た
ち
が
が
や
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

ぞ
っ
と
し
た
。
便
所
の
ま
わ
り
に
は
死
体
が
三
、四
十
積
ん

で
あ
る
ん
で
す
よ
。
ぎ
ょ
っ
と
し
た
ね
。
隣
の
道
場
で
も
血

を
浴
び
た
朝
鮮
人
が
三
百
人
く
ら
い
縛
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

日
は
ず
っ
と
虐
殺
が
つ
づ
い
て
、
同
胞
が
庭
に
つ
れ
だ
さ
れ

て
は
目
か
く
し
さ
れ
裸
に
さ
れ
、
号
令
の
も
と
に
銃
剣
で
一

突
き
に
す
る
。
ち
ょ
う
ど
芋
を
刺
す
よ
う
に
刺
し
殺
さ
れ
た

死
体
を
別
の
兵
隊
が
俵
を
積
む
よ
う
に
無
造
作
に
積
み
か
さ

ね
て
い
く
ん
で
す
。

　

私
が
二
階
の
自
分
の
場
所
に
戻
っ
て
見
て
い
る
と
、
死
体

が
階
下
に
積
み
あ
げ
ら
れ
、
重
な
っ
て
、
二
階
の
踊
り
場
ま

で
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
人
間
は
、
な
か

な
か
一
突
き
二
突
き
で
死
ね
な
い
ら
し
い
ね
。
そ
れ
ら
の
死

体
の
目
だ
け
が
、
ぱ
ち
ぱ
ち
あ
ち
こ
ち
で
ま
た
た
て
い
る
の

が
不
気
味
で
、
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
。
生
き
て
い
る
我
々
の

方
も
神
経
が
お
か
し
く
な
っ
て
、死
人
よ
り
み
ん
な
青
ざ
め
、

目
ば
か
り
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
さ
せ
て
、
口
ひ
と
つ
き
く
者
は
い

な
く
な
っ
た
。

　

危
な
か
っ
た
の
は
三
日
の
夕
方
で
ね
、
亀
戸
署
の
朝
鮮
人

係
り
の
特
高
の
北
島
と
い
う
男
が
二
階
へ
上
が
っ
て
き
て
、

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
誰
か
を
探
し
て
い
る
ん
だ
。
私
は
顔
見
知
り

な
の
で
つ
い
北
島
さ
ん
と
声
を
か
け
た
け
れ
ど
、
ど
う
い
う

わ
け
か
北
島
は
私
に
気
が
つ
か
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
降
り
て

い
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
と
で
、
南
葛
労
働
組
合
の

者
が
み
ん
な
殺
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
ぞ

う
っ
と
し
た
。
北
島
は
も
ち
ろ
ん
あ
の
時
私
を
探
し
に
来
た

ん
で
し
ょ
う
。
実
際
、
当
時
の
新
聞
に
は
、
私
も
一
緒
に
殺

さ
れ
た
と
出
て
い
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
夜
も
夜
通
し
虐

殺
が
行
わ
れ
て
、
一
晩
に
三
百
何
十
人
も
殺
し
た
な
ど
と
い

う
話
し
声
が
し
て
い
る
ん
だ
。

　

警
察
は
川
合
を
は
じ
め
南
葛
労
働
組
合
の
連
中
た
ち
が
革

命
歌
を
歌
い
大
衆
を
煽
動
す
る
か
ら
殺
っ
た
と
あ
と
で
い
っ

て
ま
す
が
そ
ん
な
こ
と
嘘
で
す
よ
。
は
じ
め
っ
か
ら
地
震
の

ど
さ
く
さ
に
殺
す
つ
も
り
で
連
行
し
て
る
ん
だ
。
大
杉
夫
妻

だ
っ
て
、朴
烈
、文
子
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、ね
え
。



和川柳社会報　2020 年７月   …………………………………………………………

11

　

五
日
の
夜
中
に
な
っ
て
よ
う
や
く
虐
殺
が
止
み
、
今
度

は
消
防
署
の
荷
車
二
台
が
い
っ
た
り
き
た
り
し
て
、
死
体
を

せ
っ
せ
と
運
び
出
し
て
い
る
。
何
で
も
国
際
赤
十
字
の
調
査

団
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
大
あ
わ
て
な
ん
だ
な
。
死
体

は
荒
川
放
水
路
の
四
ッ
木
橋
の
と
こ
ろ
に
運
ば
れ
、
薪
と
ガ

ソ
リ
ン
で
、
焼
き
払
わ
れ
た
。
後
で
私
は
そ
こ
へ
遺
族
と
見

に
い
っ
た
け
れ
ど
、
そ
こ
は
機
関
銃
を
据
え
つ
け
て
、
数
百

人
の
朝
鮮
人
を
銃
殺
し
た
場
所
で
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。」

　
「
石
炭
殻
で
埋
立
て
た
四
、五
百
坪
の
空
地
だ
っ
た
。
東
側

は
ふ
か
い
水
た
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
空
地
に
東
か
ら

西
へ
ほ
と
ん
ど
裸
体
に
ひ
と
し
い
死
骸
が
頭
を
北
に
し
て
な

ら
べ
て
あ
っ
た
。
数
は
二
百
五
十
と
き
い
た
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
見
て
あ
る
く
と
、
喉
を
切
ら
れ
て
、
気
管
と
食
道
と
二
つ

の
頸
動
脈
が
し
ろ
じ
ろ
と
見
え
て
い
る
の
が
あ
っ
た
。
う
し

ろ
か
ら
首
筋
を
き
ら
れ
て
真
白
な
肉
が
い
く
す
じ
も
、
ざ
く

ろ
の
よ
う
に
い
み
わ
れ
て
い
る
の
が
あ
っ
た
。
首
の
落
ち
て

い
る
の
は
一
体
だ
け
だ
っ
た
が
、
無
理
に
ね
じ
切
っ
た
と
み

（
略
：
た
ん
た
ん
と
描
写
が
続
く
）

（
注
：
以
下
数
行
、
む
ご
く
て
文
字
に
出
来
ず
。）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
―

筆
者　

文
庫
20
頁
。

え
て
、
肉
と
皮
と
筋
が
ほ
つ
れ
て
い
た
。
目
を
あ
い
て
い
る

の
が
多
か
っ
た
が
、
円
っ
こ
い
愚
鈍
そ
う
な
顔
に
は
、
苦
悶

の
あ
と
は
少
し
も
見
え
な
か
っ
た
。
み
ん
な
陰
毛
が
う
す
く

『
こ
い
つ
ら
は
朝
鮮
じ
ゃ
な
く
て
、
支
那
だ
よ
』
と
、
誰
か

が
い
っ
て
い
た
。

　

た
だ
ひ
と
つ
あ
わ
れ
だ
っ
た
の
は
ま
だ
若
い
ら
し
い
女
が

―
―

女
の
死
体
は
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
が
、―

―

腹
を
さ
か

れ
、
六
、七
ヶ
月
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
胎
児
が
は
ら
わ
た

の
な
か
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。」

　
「
い
か
に
恐
怖
心
に
逆
上
し
た
と
は
い
え
、
そ
ん
な
こ
と

ま
で
し
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
に
と
、
ぼ
く
は
い
い
よ
う
の
な

い
怒
り
に
か
ら
れ
た
。
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
あ
の
と
き
ほ

ど
恥
辱
に
か
ん
じ
た
こ
と
は
な
い
」

　

大
杉
栄
と
伊
藤
野
依
の
様
子

　

そ
ん
な
騒
然
と
し
た
世
間
の
狂
気
沙
汰
を
ど
う
観
じ
て
い
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シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
録

「
在
ソ
三
年　

生
と
死
の
ド
ラ
マ
」

　
　

故
・
秋
山
茂
氏 

の
遺
稿
よ
り

　

ペ
ン
キ
の
は
げ
た
痛
ま
し
い
信
洋
丸
が
ナ
ホ
ト
カ
に
待
っ

て
い
た
。
公
海
に
出
た
帰
還
船
の
中
は
長
い
間
、
屈
従
を
強

い
ら
れ
た
鬱
憤
の
爆
発
で
あ
る
。「
こ
い
つ
ら
日
本
に
還
え

す
な
」「
水
葬
に
し
て
し
ま
え
」。
甲
板
は
制
裁
の
修
羅
場
と

化
す
。
人
間
と
は
な
ん
と
愚
か
し
い
も
の
だ
ろ
う
。
大
方
の

者
が
甲
板
に
出
た
た
め
広
い
船
倉
は
、
寒
々
し
て
い
た
。
わ

が
国
は
無
謀
な
大
戦
に
敗
れ
、
七
十
万
人
の
日
本
人
が
ソ
連

に
抑
留
さ
れ
、
五
万
有
余
の
生
命
が
失
わ
れ
た
。

10　

赤
い
覇
道

　

今
時
の
第
二
次
世
界
大
戦
に
自
力
を
過
信
し
た
日
本
軍
閥

が
無
謀
に
引
き
起
こ
し
た
戦
争
責
任
が
追
及
さ
れ
る
の
は
当

然
だ
と
し
て
も
、
戦
争
の
過
程
や
戦
後
処
理
に
於
い
て
覇
道

⑳1

た
の
か
、
こ
の
頃
大
杉
栄
は
、
金
紋
入
蝋
塗
り
の
豪
華
な
乳

母
車
に
魔
子
や
ル
イ
ズ
を
乗
せ
、
遠
州
橋
の
大
柄
な
湯
あ
が

り
の
片
端
折
り
で
、
一
日
に
何
回
も
近
所
を
散
歩
し
て
い
た

し
、
夜
に
な
る
と
、
世
間
の
つ
き
あ
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
夜

警
に
も
加
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。

　

大
杉
も
野
依
も
生
涯
の
中
で
は
む
し
ろ
、
最
も
お
だ
や
か

に
暮
し
て
い
る
頃
で
、
帰
朝
後
は
警
察
を
刺
激
す
る
よ
う
な

運
動
ら
し
い
も
の
も
何
ひ
と
つ
し
て
い
な
い
の
で
、
自
分
た

ち
が
検
束
さ
れ
る
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

九
月
十
六
日
の
朝
、
九
時
頃
、
大
杉
と
野
依
は
揃
っ
て
洋

服
姿
で
つ
れ
立
っ
て
外
出
す
る
の
が
近
所
の
人
の
目
を
ひ
い

た
。
大
杉
は
鶴
見
に
住
ん
で
い
る
弟
の
勇
一
家
を
見
舞
い
に

い
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
た
ま
た
ま
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
嫁

い
で
い
た
大
杉
の
妹
の
橘
あ
や
め
が
、
一
人
息
子
の
宗
一
を

つ
れ
て
帰
国
し
て
身
を
寄
せ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）



和川柳社会報　2020 年７月   …………………………………………………………

13

が
許
容
さ
れ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
起
こ

る
。
殊
に
ソ
連
邦
の
場
合
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
八

月
九
日
、
国
際
信
義
に
反
し
て
、
突
如
日
ソ
中
立
条
約
を
一

方
的
に
破
棄
し
、
対
日
宣
戦
を
布
告
し
て
旧
満
州
国
並
び
に

北
朝
鮮
樺
太
、
千
島
列
島
に
進
攻
し
、
約
七
十
万
人
と
云
わ

れ
る
民
間
人
を
含
む
日
本
人
を
捕
虜
と
し
て
長
期
に
亘
り
シ

ベ
リ
ヤ
を
は
じ
め
ソ
連
領
内
の
各
地
に
抑
留
酷
使
し
、
そ
の

間
に
五
万
数
千
人
の
生
命
を
失
わ
し
め
た
ば
か
り
か
占
領
物

資
と
称
し
て
公
私
資
産
の
見
境
い
な
く
占
領
地
域
内
の
す
べ

て
の
物
資
は
勿
論
、
施
設
ま
で
一
物
を
残
さ
ず
自
国
内
に
強

奪
搬
入
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
正
統
化
す
る
よ
う
な
言
辞
が
通

用
し
て
世
界
の
平
和
が
維
持
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

殊
に
わ
が
国
の
場
合
、
所
謂
北
方
四
島
は
講
和
条
約
に
於

い
て
も
放
棄
し
て
お
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
連
は
武
力

占
領
後
自
国
領
土
と
し
て
使
用
し
、
わ
が
方
の
返
還
要
求
に

対
し
て
「
解
決
済
み
」
と
放
言
す
る
理
不
尽
さ
の
裏
に
対
米

戦
略
の
拠
点
と
し
て
四
島
を
重
視
し
て
い
る
意
図
は
推
察
さ

れ
る
が
、日
本
国
民
と
し
て
納
得
出
来
る
も
の
で
は
な
い
し
、

こ
れ
こ
そ
前
世
紀
的
な
「
弱
肉
強
食
」
の
「
強
い
者
勝
ち
」

と
い
う
考
へ
の
現
れ
で
あ
り
、
戦
後
か
ら
昨
今
に
か
け
超
大

国
と
い
う
言
葉
が
米
ソ
両
国
の
固
有
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
け
れ
共
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
が
核
戦
力
さ
と
保
有
量

に
あ
る
と
し
た
ら
人
類
に
と
っ
て
最
大
の
不
幸
で
あ
る
。

　

然
し
、
こ
の
よ
う
な
戦
力
の
勝
れ
た
国
が
必
あ
ｒ
ず
世
界

を
制
覇
す
る
と
い
う
考
へ
方
は
近
い
将
来
必
ず
や
崩
れ
去
る

時
が
来
る
と
明
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。

　

も
と
も
と
「
な
ん
で
も
世
界
一
」
と
い
う
思
想
は

一
七
八
三
年
南
北
戦
争
の
末
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
ア

メ
リ
カ
の
地
理
的
条
件
と
植
民
地
精
神
の
逞
し
さ
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
、
夫
れ
が
や
が
て
ア
メ
リ
カ
イ
ズ
ム
と
し

て
固
定
し
、
全
地
球
上
に
星
条
旗
を
な
び
か
せ
た
の
で
あ
っ

て
、
一
方
ソ
連
も
亦
レ
ー
ニ
ン
の
共
産
革
命
が
成
功
し
帝
政
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が
「
代
々
木
に
行
こ
う
」
を
合
言
葉
に
代
々
木
の
日
本
共
産

党
本
部
に
直
行
し
た
姿
は
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
十
余
年
。

　

日
露
戦
争
後
の
ロ
シ
ヤ
帝
国
が
対
日
復
讐
を
狙
っ
て
旧

満
州
に
於
け
る
日
本
の
権
益
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
ブ

ラ
ゴ
エ
チ
ェ
ン
ス
ク
、
蒙
古
の
三
方
面
か
ら
包
囲
す
べ
く

戦
備
を
固
め
た
の
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
か
ら

一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
に
か
け
て
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

歴
史
が
明
示
し
て
い
る
け
れ
共
、
一
九
八
〇
年
代
の
今
日
、

復
讐
や
仇
討
ち
的
な
所
業
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
即
ち
国

連
を
中
心
と
し
た
「
世
界
は
一
つ
」
と
い
う
観
念
の
普
遍
化

こ
そ
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感

す
る
。
今
や
世
界
の
人
口
は
間
も
な
く
四
〇
億
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
限
り
あ
る
地
上
に
限
り
な
い
人
口
の
増
加
を
放

置
す
れ
ば
殺
伐
の
繰
り
返
し
だ
ろ
う
が
、
人
智
の
進
ん
だ
現

代
社
会
に
こ
の
よ
う
な
惨
事
が
あ
ろ
う
筈
は
な
く
、
必
然
的

に
求
め
ら
れ
る
の
が
「
平
和
と
繁
栄
の
平
等
な
る
享
受
」
で
、

ロ
シ
ヤ
を
倒
し
て
以
来
、
今
日
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
ま
で
共
産
党

支
配
に
よ
る
ソ
連
邦
が
生
ま
れ
た
の
も
、
広
大
な
国
土
と
豊

富
な
資
源
に
一
億
数
千
万
人
の
国
民
と
に
よ
り
成
し
得
た
も

の
で
、
更
ら
に
第
一
次
及
び
第
二
次
世
界
戦
争
の
結
果
、
ソ

連
は
戦
争
成
金
の
よ
う
な
超
大
国
と
な
り
米
国
に
対
立
し
得

る
唯
一
の
社
会
主
義
国
と
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
で

あ
っ
て
一
九
四
五
年
八
月
以
後
こ
う
し
た
東
西
両
陣
営
相
剋

の
中
に
あ
っ
て
、
不
幸
ソ
連
の
捕
虜
と
し
て
日
本
人
の
歩
い

た
道
、
夫
れ
は
赤
い
覇
道
に
外
な
ら
な
い
。

11　

い
ま
振
り
返
っ
て
思
う

　

舞
鶴
に
上
陸
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
元
の
海
兵
団
の
兵
舎

に
収
容
さ
れ
て
、
今
度
は
米
軍
の
指
示
で
行
動
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
此
処
で
も
依
然
激
し
い
右
と
左
の
対
決
が
続

い
て
い
た
。
三
日
後
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
北
陸
、
九

州
、
四
国
、
近
畿
と
各
出
身
地
別
に
分
か
れ
て
帰
還
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
先
に
争
い
の
渦
中
に
在
っ
た
数
名
の
人
達



和川柳社会報　2020 年７月   …………………………………………………………

15

に
近
い
。
だ
と
し
た
ら
日
本
の
活
路
は
何
処
に
求
め
る
か
、

究
極
的
に
不
本
意
乍
ら
、
工
業
生
産
力
の
向
上
に
依
っ
て
外

資
を
獲
得
し
、
国
富
と
す
る
以
外
に
道
は
な
い
。
然
し
こ
れ

は
危
険
な
一
時
的
な
方
策
で
あ
り
、
国
の
基
本
は
飽
く
ま
で

食
糧
自
給
と
い
う
農
業
中
心
の
姿
が
望
ま
し
い
。

　

こ
の
考
へ
方
か
ら
す
れ
ば
日
本
が
ソ
連
に
返
還
を
求
め
て

い
る
北
方
四
島
も
大
国
ソ
連
邦
に
し
て
み
れ
ば
取
る
に
足
ら

ぬ
小
島
で
あ
っ
て
も
わ
が
国
に
す
れ
ば
何
物
に
も
代
え
難
い

貴
重
な
四
島
で
、
両
国
の
価
値
観
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
然

し
現
代
の
よ
う
に
も
て
る
国
、
即
ち
先
進
諸
国
が
依
然
と
し

て
「
自
国
中
心
主
義
」
の
路
線
を
歩
む
限
り
戦
禍
を
払
う
こ

と
は
出
来
ず
、
悲
嘆
を
か
こ
つ
人
々
は
絶
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
九
年
六
月
五
日

　

以
上
で
秋
山 

茂
氏
の
手
記
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
抑
留

記
を
読
ま
れ
た
感
想
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

次
号
、
長
女
・
坂
本
冨
沙
子
さ
ん
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
周 

立
東
爺
）

そ
の
為
の
手
段
と
し
て
は
各
国
の
統
治
責
任
者
が
「
自
国
中

心
主
義
」
に
固
執
せ
ず
、「
世
界
は
一
つ
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
国
連
中
心
主
義
」
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
実
は
各
国
は
地
球
上
の
各
地
に
分
散
独
立
し
て
い
る
か

ら
、
気
候
風
土
に
差
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
し
て
も
、

国
土
の
面
積
に
大
き
な
格
差
の
あ
る
こ
と
自
体
、
ま
こ
と
に

不
合
理
で
あ
り
、。
矛
盾
の
甚
だ
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
何
故
な
れ
ば
歴
史
的
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
人
類
派

生
の
過
程
か
ら
す
れ
ば
現
在
独
立
国
と
し
て
現
存
し
て
い
る

国
々
の
多
く
は
「
最
初
に
発
見
し
た
」
と
か
、「
戦
争
に
よ

り
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
」
と
か
い
う
よ
う
に
夫
々
の
紆
余
曲

折
は
あ
る
が
、
根
拠
の
な
い
方
法
で
国
土
と
い
う
も
の
を
獲

得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
米
ソ
中
国
な
ど
の
よ
う
に

広
大
な
国
土
と
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
が
あ
る
反
面
、
日
本

や
英
国
の
よ
う
に
資
源
に
乏
し
い
上
、
狭
小
な
国
土
に
悩
む

国
々
も
あ
り
、
不
平
等
極
ま
り
な
い
。
殊
に
日
本
の
場
合
、

狭
い
国
土
に
一
億
の
人
々
が
ひ
し
め
き
、
然
も
資
源
は
皆
無
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▼
速
報
！ 

東
京

新
聞
（
中
日
新
聞
）

『
平
和
の
俳
句
』、
全
国
８
５
３
４
句
の
応
募
句
か
ら

黒
田
杏も
も
こ子
さ
ん
選
考
の
15
句
に
浜
本
大
蔵
さ
ん(

伊

勢
原
市
・
金
沢
市
金
石
出
身
）
の
句
が
入
り
ま
し

た
！ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
４
頁
に
紹
介

し
た
「
編
集
ミ
ス
で
消
え
た
句
」
の
こ
と
。
今
回
、

◆
例
会�

８
月
27
日(

木)�
�

◆
投
稿
〆
切
�
26
日(

水)�
�

◆
課
題�

� 

群  

��

�
句
以
内�

 

◆
自
由
吟
�
�
句
以
内

◆
自
選
吟
�
連
作
�
�
�
�
�
�
川
柳
論
�
�
意
見
�
�
�

�

 

�
願
�
�
�
�
� 

川
柳
�
関
�
�
資
料
�
�
�
�
紹
介
下
�
�
�

◆
句
報
�
持
参
下
�
�
�
例
会
�
話
�
合
�
�
�
�

  和  川 柳 社　

   電話 FAX：076-254-0762　 PC-mail：kananabe@popolo .org

   携帯：090-9445-1302  携帯 mail： kan-wata@i.softbank.jp

       振込先：北國銀行中央市場支店  #191 普通 640「和川柳社」

● 

投
稿F

A
X
 (0

7
6

) 2
5

4
-

0
7

6
2

● 

�
�
�
�
�
�
�
�
下
段
�
�

郵
送
�

下
段
住
所
�
�

 
編
集
後
記
を
兼
ね
て

〒920-0335 金沢市金石東２丁目 15--30（渡辺 寛）

発
送
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
《 

食
育
の
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
＆
土
の
音
工
房
《 

オ
カ
リ
ナ
制
作 

》・
上
村 

彰 

》

�
月
例
会
�
案
内�

�毎
月
第
�
木
曜
日
��

寺
内
徹
乗
さ
ん
の
２
句
、
白
眞
弓
さ
ん
の
３
句
が
、

選
考
資
料
に
載
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料
を
作
る
と

き
総
数
を
確
認
せ
ず
、
忙
し
さ
に
任
せ
て
ミ
ス
に
な

り
ま
し
た
。お
二
人
に
は
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

「和川柳社」会報
会員募集しています！
 同 　 人：40 0 0 円/年

 投句/購読： 2000 円 /年
★会報の他に、関連資料など

　もお送りします。

深
謝
。
▼
秋
山 

茂
さ
ん
の
ソ
連
抑
留
記
が
完

結
し
ま
し
た
。
数
え
て
21
回
。
近
々
中
に
本
に

し
て
娘
さ
ん
の
坂
本
さ
ん
に
届
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
▼
コ
ロ
ナ
が
石
川
県
で
も
発
生
し

始
め
ま
し
た
。
感
染
ル
ー
ト
を
み
る
と
ほ
と
ん

ど
が
東
京
由
来
の
も
の
で
し
た
。
▼
「
鶴
彬
を

顕
彰
す
る
会
」
の
会
報
「
は
ば
た
き
25
号
」
が

21
日
発
送
さ
れ
ま
す
。
乱 

鬼
龍
さ
ん
の
「
あ

る
く
ラ
ジ
オ
」
の
内
容
を
文
字
に
し
ま
し
た
。

必
見
で
す
。「
は
ば
た
き
」
申
し
込
み
も
受
け

付
け
て
ま
す
。（
編
集 

＝ 

周
立
東
爺
）


